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壁や柱に欠損・ひび割れ等はないか 操作場所、降下場所の周囲、降下途中に障害物はないか

外壁のタイルや看板等に落下のおそれはないか 避難器具までの通路や窓に障害物はないか

避難口の扉は、容易に開閉でき歪みはないか 標識・パネルの表面に汚れがないか、誘導灯は点灯しているか

適正な位置（歩行距離20ｍ以内）に配置されているか 照明器具・装飾品等で見にくくなっていないか

変形、破損等の異状はないか 施設は適正に維持管理されているか

標識は脱落していないか 許可（届出）された品名、数量が守られているか

消火栓の扉の開閉を妨げる物品等はないか 係員以外の者がみだりに出入りしていないか

ホース・ノズルに変形や劣化はなく、漏水していないか 危険物取扱者による取扱い又は立会いが行われているか

表示灯は点灯し、容易に視認できるか みだりに火気が使用されていないか

ポンプ室に不要な物品は無く、整理されているか ガスホース、電気コード等に異常はないか

スプリンクラーヘッドの周囲に障害物はないか 電気設備等は定期的に点検しているか

送水口の周囲に障害物はないか 浴場、乾燥場のボイラー等の火気、燃料等の管理及び処理はよいか

制御弁が開放状態で圧力計が適正圧を表示しているか 厨房の火気使用設備等に不具合は生じていないか

ポンプ室や制御弁室に不要な物品は無く、整理されているか 食用油等（使用後の油も含め）は、屋外に放置されたりしていないか

壁や間仕切り変更により、感知器が無い部分はないか 厨房ダクトの清掃は定期に実施されているか

発信機の前に障害物はないか 防炎物品 カーテン、じゅうたん等は、防炎物品が使用されているか

表示灯は点灯し、容易に視認できるか ※定期点検は、半年に１回以上実施しましょう。 記入例

受信機の電源確認灯は正常に点灯しているか ※消防用設備等の点検時に併せて行うとよいでしょう。 良好 〇

異常を知らせるランプは点灯していないか 不備欠陥 △

警戒区域図はあるか 防火管理者　確認欄 改善 ▲

ベル・放送の音量が小さすぎないか

電源確認灯は正常に点灯しているか

防火自主検査チェック表【定期の検査】
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